
 

  

第２次かすみがうら市総合計画 後期基本計画 ＜要約版＞ 

計画の前提 

●策定の趣旨と役割 

本市では、平成 29年３月に第 2次かすみがうら市総合計画

（基本構想・前期基本計画）を策定し総合的かつ計画的な行政

運営を推進してきました。 

後期基本計画は、基本構想に定めた将来都市像の実現に向

け、前期基本計画の取組を検証し、社会経済動向や市民意識の

変化等を反映し、新たな５か年の取組を定めるものです。 

社会情勢（５年間の変化） 

１．全国的な人口減少と東京一極集中下における新たな人・企

業の動き 

２．新型コロナウイルス等の感染拡大による新たな生活様式 

３．Society5.0の推進や自治体 DXの推進 

４．全国で頻発化する自然災害 

５．脱炭素社会への対応 

６．SDGｓ（持続可能な開発目標）への貢献 

市民意識を踏まえた課題 

課題１：住みやすさを生かした定住の推進 

課題２：地域課題の改善による暮らしやすさの更なる向上 

課題３：新たな生活様式に合わせた人の交流やコミュニケー

ションの変化への対応 

課題４：デジタル化社会に対応した行財政改革の必要性 

●計画の期間 

後期基本計画は令和 4年度から令和 8年度の計画です。 
 

 平 成 令 和 令和 

年

度 
29 30 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 9 10 

    

 基本構想【10 年】   
       

 前期基本計画【5 年】         

      後期基本計画【5年】   
    

      実施計画【3 年】     

       実施計画【3 年】    

        実施計画【3 年】   

         実施計画【3 年】  

          実施計画【3 年】 
    

次期 

総合計画 

かすみがうら市の現状 

●人口動向 
少子高齢化や生産年齢人口の減少が進み、総人口は減少傾

向が続いているものの、移住・定住支援や在留外国人の増加等
による社会増もみられることから、引き続き定住施策の強化

や外国人市民との共生、若い世代への結婚・出産・子育ての支
援の強化等による人口の確保を図っていく必要があります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●産業動向 
生産年齢人口の減少に伴い就業者数も減少傾向にあるもの

の、企業誘致や認定新規就農者数などで一定の成果もみられ
ることから、引き続き担い手不足や高齢化などの課題を抱え
る産業界への支援を行っていく必要があります。 
観光についても、自然環境を生かしたスポーツイベントや

体験型観光などが軌道に乗りつつあり、新たな生活様式に対
応した観光施策に取り組んでいく必要があります。 

 

●土地利用 
里山や湖、農地などの恵まれた自然環境を保全しつつ、JR

神立駅周辺の居住ニーズに対応したまちづくりが求められて
います。令和２年 12月に策定した都市計画マスタープラン、
立地適正化計画においては、まちなかの“活気”と自然との“共
生”によるライフスタイルが選択できる“協働”の都市づくりを
目指し、コンパクト・プラス・ネットワークによる持続可能な
都市の実現に向けた“拠点発展型”の都市構造の構築に向けて
取り組んでいます。 

●市民意識 
 

住みやすい

15.3%

どちらかといえば

住みやすい

37.2%

ふつう

29.3%

どちらかと

いえば

住みにくい

11.2%

住みにくい

4.1%

無回答

0.9%

かすみがうら市に

ずっと住みたい

42.4%

ずっと住みたい

とまではいかないが、

当分の間は住みたい

31.7%

違うところに

住みたい

12.0%

わからない

12.4%

無回答

1.5%

【住みやすさ】 
住みやすいと
感じている人
が過半数 

【行政のデジタル化への期待】 
消防・防災や防犯などの安全
面や、学校教育、保育などの子
育て分野、保健・医療などでの
期待が高い 

将来都市像の実現に向けた体系 

後期基本計画では、将来都市像の実現に向けて、前期基本計画の取組や

昨今の社会情勢の変化、市民意向等を踏まえ、以下のような「新たな視

点」と「基本方針」に基づいて、新たな「基本施策」を体系的に推進し

ます。 

基本方針１ 後期基本計画戦略プロジェクトの推進 

前期基本計画の３つの戦略プロジェクトの進捗状況・課題を踏まえ、

新たな視点を取り入れ、今後５年間に重点的かつ積極的に取り組む

施策を設定します。 

基本理念 

（基本構想） 

１． 豊かな自然と地域産業が共存するまち 

２． 日々の暮らしを守る快適で安全なまち 

３． ともに支え成長する人財あふれる安心なまち 
 

基本目標 

（基本構想） 

１．自然の恵みを享受できるまちづくり≪居住環境≫ 

２． 産業の振興で活力あふれるまちづくり≪産業≫ 

３． 安全で快適に暮らせるまちづくり≪都市基盤≫ 

４． 健康で思いやりをもって暮らせるまちづくり≪教育･文化≫ 

５． 未来を担う若者を育むまちづくり≪子育て・若者支援≫ 

６． 豊かな学びと創造のまちづくり≪教育･文化≫ 

７． みんなでつくる連携と協働のまちづくり≪協働･行財政≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来都市像 

（基本構想） 

きらり輝く湖
みず

と山
みどり

 笑顔と活気のふれあい都市 

未来へと紡ぐ安心とやさしさの郷
さと

 かすみがうら 

 

新たな視点 

基本方針 

基本施策 

基本方針３ 持続可能で効率的な開かれた行政運営 

体系的な基本施策≪第２章≫ 

視点① 
前期計画の取組と 

成果からの重点施策の 

見直し 

視点③ 
地方創生や 

行財政改革等との 

一体的な事業推進 

視点➁ 
社会情勢に順応できる 

イノベーションと 

施策展開 

基本方針１ 後期基本計画戦略プロジェクトの推進 

基本方針２ 多様化社会に対応した行政サービスの向上 

基本方針２ 多様化社会に対応した行政サービスの向上 

行政サービスのイノベーション、自治体 DX の推進、SDGｓへの貢

献に取り組みます。 

基本方針３ 持続可能で効率的な開かれた行政運営 

持続可能な自治体の実現、行政運営の見える化、施策の効率的な推進

に取り組みます。 

【定住意向】 
ずっと(当分は)
住みたい人は
あわせて 
74.1％ 



 

1-1　自然環境の保全と活用

①環境美化の推進

②霞ヶ浦の水質浄化、環境整備促進

③公害の防止

④天然記念物の保護

⑤不法投棄防止

①筑波山地域ジオパークの普及事業

②帆引き船を活用した自然環境の学習

③自然資源を生かした体験型コンテンツ

1-2　快適な住環境の整備

①安定した水の供給

②下水道の整備

③下水道の維持管理適正化

④合併処理浄化槽の推進

⑤雨水排水施設の計画的な整備

①河川整備の促進

②霞ヶ浦の治水対策

①公園の保全

②緑化の推進

③公園・緑地の計画的な整備促進

1-3　資源循環型社会の形成

①広域ごみ処理の推進

②リサイクルの推進

①ゼロカーボンシティの推進

②分散型エネルギーの活用

③温室効果ガスの排出制御

④環境基本計画の策定と推進

１　廃棄物処理

２　脱炭素社会

１　上下水道

２　河川

３　公園・緑地

１　環境保全・公害

２　自然資源の活用

2-1　農林水産業の振興

①農業経営基盤の強化

②優良農地の確保と利用集積の推進

③担い手の育成と後継者の確保

④畜産業振興

⑤林業振興

⑥水産業振興

2-2　商工業の振興

①商工業の活性化

②新しい働き方の推進

③商工業の経営支援

④事業継続力の強化

①相談体制の充実

②消費者被害防止対策の推進

2-3　観光の振興

①観光の推進体制とPRの充実

②観光サイクルサービスの推進

③自然資源を生かした果樹観光

④観光資源の活用

⑤観光拠点の整備

２　消費生活

１　観光

１　農林水産業

１　商工業

3-1　適正な土地利用の推進

①民間活力を活用した土地利用の推進

②中心市街地の都市機能及び居住誘導

③自然環境との調和

④低未利用地の有効活用

⑤都市計画の推進

①良好で快適な居住環境の維持・形成

②調和のとれた集落環境の推進

③地域の特性を生かした景観保全

④空家等対策の強化

⑤空家活用

3-2　都市基盤の整備

①広域的な道路体系の確立

②霞ヶ浦二橋の建設促進

③公共交通の充実

④幹線道路の整備

⑤生活道路の整備

⑥歩道等の整備

①公共施設の最適化

②公共施設の利用促進、再編

③公共施設の跡地活用

④広域施設利用

3-3　安全な住環境の推進

①消防組織、施設の整備

②消防の広域化

③防火意識の啓発

④消防団協力事業所表示制度の推進

⑤救急体制の充実

①危機管理体制の構築

②災害協定締結団体との連携強化

③災害時相互援助協定の推進

④総合防災マップの周知

①防災減災対策・体制の充実

②防災行政無線の充実

③災害情報等の活用

④避難者の受入支援

①交通安全対策の推進

②防犯対策の充実

１　消防・救急

２　危機管理

３　防災・減災

４　交通安全・防犯

１　土地利用

２　住宅・住環境

１　道路交通ネットワーク

２　公共施設

4-1　健康づくりの推進

①健康増進計画の推進

②健康意識の高揚

③健康づくり事業の推進

④食育の推進

⑤サイクリングを通じた健康づくり

⑥健康寿命の延伸

①健診、ドックの受診体制整備

②予防接種の推進

③妊娠・出産・育児への支援体制の強化

④医療体制の強化

①国民健康保険制度の周知

②医療費の適正化と保険財政の健全化

③後期高齢者医療制度の充実

④医療福祉制度の充実

⑤国民年金制度の周知啓発

4-2　高齢者福祉の向上

①福祉施設などとの連携体制の強化

②高齢者の安全な環境の整備

③社会参加活動の推進

①地域包括支援体制の充実

②サービス提供体制の充実

③質的向上の推進

④相談・支援体制の充実

4-3　障害者福祉の向上

①自立生活の支援

②社会参加の促進

4-4　地域福祉の向上

①地域福祉意識の高揚

②地域福祉施設の充実

③関係機関・団体との連携の強化

①生活の安定・自立への支援

②生活保護制度の適切な運営

１　障害者（児）福祉

１　地域福祉

２　低所得者福祉

１　健康づくり

２　保健・医療

３　保険・年金

１　高齢者福祉

２　介護保険

5-1　次世代の育成支援

①保育サービスの充実

②放課後児童クラブの充実

③家庭児童相談

④施設の適正管理と環境整備の充実

⑤ひとり親家庭の支援

⑥子どもの貧困対策の推進

①安心して子育てできる環境づくり

②出産や子育てに関する情報発信の充実

5-2　社会性豊かな青少年の健全育成

①青少年の健全育成

②地域人材の育成

③学校・家庭・地域の連携協力

5-3　起業化の支援

①創業支援

②新事業・新分野進出支援

③第二創業支援

④創業等に係る制度活用支援

5-4　就業機会の拡大

①婚活サポート

②移住定住者人口増を目指した各種支援策の推進

③関係人口増加に向けた情報発信

④通学定期券補助

①UIJターン就職・インターンシップの促進

②就労相談等の充実

③企業誘致

１　定住促進

２　就業促進

１　青少年育成

１　起業・創業支援

１　児童福祉

２　少子化対策

6-1　学校教育の充実

①かすみがうら市の特色ある教育

②確かな学力の定着

③心と体の育成

④時代の変化に対応した教育の推進

⑤教育環境の整備

⑥学校・家庭・地域の連携協力

6-2　生涯学習の充実

①生涯学習推進体制の確立

②生涯学習機会の提供と生涯学習団体への支援

③生涯学習施設の整備充実

④生涯学習情報の提供

①スポーツ・レクリエーション活動の推進

②スポーツ・レクリエーション施設の利用促進

③スポーツ・レクリエーション団体の育成

6-3　地域文化の継承と創造

①文化財保存活用地域計画の策定

②地域文化拠点の整備

③芸術・文化活動の推進

１　生涯学習

２　スポーツ

      ・レクリエーション

１　地域文化

１　学校教育

7-1　市民活動の支援

①地域コミュニティの推進

②目的別コミュニティの推進

２　協働体制 ①市民参画のまちづくり

7-2　男女共同参画の推進

①意識啓発や参画機会の充実

②仕事と生活の調和に向けた支援

①市民協働型の多文化共生・国際交流の推進

②外国人市民が日本語を学べる機会の提供

③外国人市民との情報共有

7-3　産学官連携の推進

①産学官連携による商工業支援

②地域活性化DMO推進事業

7-4　広報・広聴活動の充実

①広報活動の充実

②広聴活動の充実

7-5　行政サービスの向上

①情報システムの整備

②窓口サービスの向上

③マイナンバーカードの普及促進

④電子申告の促進

①広域行政の推進

②職員の人材育成

③行政評価

④計画的・効率的な財政運営

⑤財源の確保

⑥経費の節減

１　行政サービス

２　行財政運営

１　産学官連携

１　広報・広聴

１　男女共同参画

２　多様化、多文化共生

１　コミュニティづくり

基本目標１ 

自然の恵みを享受できるまちづくり≪居住環境≫ 

基本目標２ 

産業の振興で活力あふれるまちづくり≪産業≫ 

基本目標３ 

安全で快適に暮らせるまちづくり≪都市基盤≫ 

基本目標４ 

健康で思いやりをもって暮らせるまちづくり≪健康・福祉≫ 

基本目標５ 

未来を担う若者を育むまちづくり≪子育て・若者支援≫ 

基本目標６ 

豊かな学びと創造のまちづくり≪教育・文化≫ 

基本目標７ 

みんなでつくる連携と協働のまちづくり≪協働・行財政≫ 

後期基本計画 体系的な基本施策 

後期基本計画では、以下の体系に沿って基本施策を展開します。 


